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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 7,999,626 8,426,704 16,926,642

経常利益（千円） 3,589,807 4,366,067 8,746,876

四半期（当期）純利益（千円） 2,201,064 2,708,477 4,953,990

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 10,519,000 10,519,000 10,519,000

発行済株式総数（株） 20,176,000 20,176,000 20,176,000

純資産額（千円） 70,086,259 78,759,195 78,102,143

総資産額（千円） 77,816,320 88,973,506 90,166,791

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
58.52 72.07 131.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 50 50 100

自己資本比率（％） 90.1 88.5 86.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
4,088,662 2,887,469 7,235,730

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
885,998 814,574 2,671,334

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△933,118 △939,392 △1,872,562

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
42,011,990 48,802,194 46,031,782

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 33.47 40.37

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

     ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。これに伴い、前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

     ４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社企業集団が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、円安、株高が進み、政権交代後のアベノミクスへの期待感から景気

回復に向けて明るい兆しが見られ、足元の状況では国内生産や輸出に持ち直しの兆しも出てまいりました。当社の属

する情報サービス産業においても、顧客の低価格かつ高い投資効果を期待する指向といった構造的な要因に変化はな

いものの、ＯＳのサポート終了に伴うハードウェアの切替需要、ＢＣＰ（事業継続計画）構築さらに税制改正に伴う

システム更新需要がある中で、国内企業のＩＴ投資は、底堅く推移しつつあります。

このような経済環境のもと、当社は「顧客第一主義」を念頭に置き、業務用パッケージソフトウェアのメーカーと

しての役割を認識し、既存ユーザーへのサポート体制の強化を行うとともに、企業活動の業務生産性の向上やビジネ

ス環境の変化にも「安心」対応いただけるパッケージソリューションの提案に注力いたしました。

また当第１四半期会計期間には、販売パートナー企業向けに「ＯＢＣ戦略発表会」を開催し、販売パートナー企業

との足並みをそろえ、より顧客ニーズに合ったサービス提案を目指し、さらに当第２四半期会計期間では、10月初旬

より開催する、顧客企業向けの「奉行フォーラム2013 ｏｎ Ｄｉｓｃｏｖｅｒ」に向けた準備に全社一丸となって取

組んでまいりました。この「奉行フォーラム2013 ｏｎ Ｄｉｓｃｏｖｅｒ」は、全国主要都市での開催を予定してお

り、顧客企業の業務の流れに存在する課題に対し、システムによる様々な生産性向上効果を実感していただき、そし

て安心できるパッケージソリューションを展示ゾーンやセミナーにて体感していただくフォーラムとなっておりま

す。2014年４月に控えたWindows XPのOSサポート終了や消費税改正の動向など、企業を取り巻く環境は大きく変化し

ようとしています。販売パートナー企業と協力体制を敷き、最新のソリューションを提供し、顧客企業経営に活用い

ただけるよう取り組んでおります。　

このような活動の結果、当第２四半期累計期間における業績は次のとおりとなりました。

売上高は、プロダクト売上、サービス売上がそれぞれ増加し、中でもバージョンアップよる製品売上や保守契約等

の売上が順調に推移し、84億26百万円（前年同四半期比5.3％増）となりました。

損益面については、売上高は順調に推移しましたが、販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は32億74百万

円（同1.8％減）となりました。また経常利益43億66百万円（同21.6％増）及び四半期純利益27億８百万円（同

23.1％増）の主な要因は、投資事業組合運用損益の増加等によるであります。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、488億２百万円となり、前事業

年度末と比較して27億70百万円の増加となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、28億87百万円（前年同期は40億88百万円の収入）となりました。主なプラス要

因は、税引前四半期純利益43億49百万円、売上債権の減少額16億57百万円等であり、主なマイナス要因は、法人税

等の支払額22億77百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、８億14百万円（前年同期は８億85百万円の収入）となりました。主なプラス要

因は、投資有価証券の売却による収入７億24百万円であり、主なマイナス要因は、無形固定資産の取得による支出

84百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、９億39百万円（前年同期は９億33百万円の支出）となりました。要因は、配当

金の支払額９億39百万円によるものであります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、９億12百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し　

　当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しついては、重要

な変更はありません。

 

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析　

　資本の財源及び資金の流動性については、第２（事業の状況）３（財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析）（2）キャッシュ・フローの状況をご参照ください。　

 

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第２四半期累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針についての重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,704,000

計 80,704,000

（注）平成25年８月９日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発行可　

能株式総数は80,704,000株増加し、161,408,000株となっております。

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月７日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,176,000 40,352,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は50

株であります。

計 20,176,000 40,352,000 － －

（注）平成25年８月９日開催の取締役会決議により、平成25年10月１日付で単元株式数の変更に伴う定款変更が行われ、

単元株式数は50株から100株となっております。　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 20,176,000 － 10,519,000 － 18,415,000

（注）平成25年10月１日付をもって１株を２株に株式分割し、発行済株式総数が20,176千株増加しております。　
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社オービック 東京都中央区京橋２丁目４－１５ 6,794 33.68

和田　成史 東京都千代田区 5,778 28.64

和田　弘子 東京都千代田区 1,308 6.48

ＣＢＮＹ － ＯＲＢＩＳ ＳＩＣＡＶ

（常任代理人シティバンク銀行株式会社）

３１，Ｚ．Ａ．ＢＯＵＲＭＩＣＨ

Ｔ，Ｌ－８０７０ ＢＥＲＴＲＡＮＧ

Ｅ，ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ

(東京都品川区東品川２丁目３－14）

617 3.06

澤田　和久 東京都大田区 232 1.15

中山　茂　 東京都調布市　 222 1.10

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮＫ　Ａ

ＮＤ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯＭＰＡＮＹ

（常任代理人香港上海銀行）　

Ｐ.Ｏ.　ＢＯＸ　３５１　ＢＯＳＴ

ＯＮ　ＭＡＳＳＡＣＨＵＳＥＴＴ

Ｓ　０２１０１　Ｕ．Ｓ．Ａ

(東京都中央区日本橋３丁目11－

１）　

217 1.08

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－１１ 192 0.95

ＴＨＥ　ＢＡＮＫ　ＯＦ　ＮＥＷ　ＹＯ

ＲＫ　－　ＪＡＳＤＥＣＴＲＥＡＴＹ　

ＡＣＣＯＵＮＴ

(常任代理人株式会社みずほ銀行決済営業

部）

ＡＶＥＮＵＥ ＤＥＳ ＡＲＴＳ ３５

ＫＵＮＳＴＬＡＡＮ，１０４０ ＢＲ

ＵＳＳＥＬＳ, ＢＥＬＧＩＵＭ

（東京都中央区月島４丁目16－13）

182 0.90

ＴＨＥ　ＣＨＡＳＥ　ＭＡＮＨＡＴＴＡ

Ｎ　ＢＡＮＫ　Ｎ．Ａ．　ＬＯＮＤＯＮ　

ＳＥＣＳ　ＬＥＮＤＩＮＧ　ＯＭＮＩＢＵ

Ｓ　ＡＣＣＯＵＮＴ

(常任代理人株式会社みずほ銀行決済営業

部)　

ＷＯＯＬＧＡＴＥ　ＨＯＵＳＥ，Ｃ

ＯＬＥＭＡＮ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯ

ＮＤＯＮ　ＥＣ２Ｐ　２ＨＤ，ＥＮ

ＧＬＡＮＤ

(東京都中央区月島４丁目16－13)　

157 0.78

計 － 15,703 77.83

　（注）１．上記のほか当社が保有する自己株式が1,384千株（所有株式数の割合6.86％）あり、上表には含めておりま

せん。

２．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は、

129千株であります。なお、それらの内訳は、投資信託設定分97千株、年金信託設定分32千株となっており

ます。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,384,750 －
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式  18,790,350 375,807 同上

単元未満株式 普通株式    　  900 － 同上

発行済株式総数 20,176,000 － －

総株主の議決権 － 375,807 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、200株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

株式会社オービックビジ

ネスコンサルタント

東京都新宿区西新

宿六丁目８番１号
1,384,750 － 1,384,750 6.86

計 － 1,384,750 － 1,384,750 6.86

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役員の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役 開発本部長 常務取締役

開発本部長兼

アプリケーション

開発部長

中山　茂 平成25年７月１日

取締役
営業推進本部長

兼広報室長
取締役 広報室長 大原　泉 平成25年８月16日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.97％

売上高基準 0.84％

利益基準 △1.88％

利益剰余金基準 △1.78％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 46,041,782 48,812,194

受取手形 197,719 140,189

売掛金 4,495,654 2,895,335

商品及び製品 123,217 125,630

仕掛品 905 1,030

原材料及び貯蔵品 40,448 40,336

前払費用 49,835 86,430

繰延税金資産 404,660 332,964

未収入金 12,618 4,756

その他 9,072 5,131

貸倒引当金 △17,708 △10,242

流動資産合計 51,358,206 52,433,759

固定資産

有形固定資産 339,057 355,710

無形固定資産 285,797 388,049

投資その他の資産

投資有価証券 36,596,670 34,478,153

関係会社株式 16,093 16,093

関係会社出資金 640,511 640,511

関係会社長期未収入金 94,050 97,750

長期預金 300,000 －

敷金及び保証金 493,423 527,850

会員権 59,130 51,780

関係会社長期貸付金 84,517 84,517

破産更生債権等 9,691 13,657

貸倒引当金 △110,358 △114,325

投資その他の資産合計 38,183,728 35,795,987

固定資産合計 38,808,584 36,539,746

資産合計 90,166,791 88,973,506
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 221,586 197,069

未払金 460,176 393,052

未払費用 500,001 648,807

未払法人税等 2,274,286 1,366,514

未払消費税等 92,926 80,528

預り金 51,074 60,238

前受収益 5,381,714 4,785,415

役員賞与引当金 50,000 25,000

その他 2,981 6,540

流動負債合計 9,034,747 7,563,168

固定負債

繰延税金負債 1,925,984 1,511,212

退職給付引当金 1,010,058 1,045,503

資産除去債務 93,855 94,427

固定負債合計 3,029,899 2,651,143

負債合計 12,064,647 10,214,311

純資産の部

株主資本

資本金 10,519,000 10,519,000

資本剰余金 18,949,268 18,949,268

利益剰余金 46,382,200 48,151,116

自己株式 △5,347,542 △5,347,542

株主資本合計 70,502,925 72,271,842

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,599,217 6,487,352

評価・換算差額等合計 7,599,217 6,487,352

純資産合計 78,102,143 78,759,195

負債純資産合計 90,166,791 88,973,506
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 7,999,626 8,426,704

売上原価 1,241,793 1,383,174

売上総利益 6,757,833 7,043,529

販売費及び一般管理費
※ 3,424,687 ※ 3,769,069

営業利益 3,333,146 3,274,460

営業外収益

受取利息 1,283 2,403

有価証券利息 13,337 15,947

受取配当金 468,211 737,738

投資事業組合運用益 － 303,563

その他 11,405 33,589

営業外収益合計 494,238 1,093,242

営業外費用

投資有価証券売却損 25,974 －

投資事業組合運用損 182,872 －

その他 28,729 1,636

営業外費用合計 237,577 1,636

経常利益 3,589,807 4,366,067

特別利益

投資有価証券売却益 10,223 1,637

特別利益合計 10,223 1,637

特別損失

投資有価証券評価損 15,867 10,471

会員権評価損 5,500 7,350

特別損失合計 21,367 17,821

税引前四半期純利益 3,578,663 4,349,882

法人税、住民税及び事業税 1,324,274 1,369,554

法人税等調整額 53,324 271,850

法人税等合計 1,377,598 1,641,405

四半期純利益 2,201,064 2,708,477
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 3,578,663 4,349,882

減価償却費 93,152 93,152

退職給付引当金の増減額（△は減少） 42,950 35,444

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,000 △25,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,900 △3,500

受取利息及び受取配当金 △482,832 △756,089

投資有価証券売却損益（△は益） 15,750 △1,637

投資有価証券評価損益（△は益） 15,867 10,471

会員権評価損 5,500 7,350

投資事業組合運用損益（△は益） 182,872 △303,563

売上債権の増減額（△は増加） 1,829,174 1,657,848

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,859 △2,427

仕入債務の増減額（△は減少） △102,252 △24,517

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,502 △12,397

未払費用の増減額（△は減少） △304,002 △300,214

前受収益の増減額（△は減少） △786,755 △596,298

その他 314,526 276,189

小計 4,367,073 4,404,693

利息及び配当金の受取額 486,530 760,102

法人税等の支払額 △764,941 △2,277,326

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,088,662 2,887,469

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △707,513 △26,679

投資有価証券の売却による収入 1,722,377 724,233

定期預金の払戻による収入 － 300,000

有形固定資産の取得による支出 △112,310 △63,663

資産除去債務の履行による支出 △8,820 －

無形固定資産の取得による支出 △48,294 △84,889

敷金及び保証金の差入による支出 △7,824 △35,828

敷金及び保証金の回収による収入 48,383 1,402

投資活動によるキャッシュ・フロー 885,998 814,574

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △753,650 △939,392

自己株式の取得による支出 △179,467 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △933,118 △939,392

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,498 7,760

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,033,044 2,770,412

現金及び現金同等物の期首残高 37,978,945 46,031,782

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 42,011,990 ※ 48,802,194
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

広告宣伝費 252,677千円 360,015千円

給与・賞与 864,922 915,308

退職給付費用 22,855 24,647

賃借料 234,586 276,659

研究開発費 893,132 912,669

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金 42,021,990千円 48,812,194千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000 △10,000

現金及び現金同等物 42,011,990 48,802,194

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）

（1）配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 753,540 40 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 939,560 50 平成24年９月30日 平成24年11月26日 利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

（1）配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 939,560 50 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月21日

取締役会
普通株式 939,560 50 平成25年９月30日 平成25年11月25日 利益剰余金
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（金融商品関係）

前事業年度（平成25年３月31日）

１．金融商品の時価等に関する事項

科目 貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 31,727,666 31,669,951 △57,715

（注）金融商品の時価の算定方法

投資有価証券

投資有価証券の時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融

機関等から提示された価格によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 558,754

投資事業有限責任組合 4,310,249

関係会社株式 16,093

関係会社出資金 640,511

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上記「１.金融

商品の時価等に関する事項」の「投資有価証券」には含めておりません。

当第２四半期会計期間（平成25年９月30日）

投資有価証券が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著し

い変動が認められます。

１．金融商品の時価等に関する事項

科目
四半期貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 29,793,648 29,747,583 △46,065

（注）金融商品の時価の算定方法

投資有価証券

投資有価証券の時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融

機関等から提示された価格によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 四半期貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 566,810

投資事業有限責任組合 4,117,694

関係会社株式 16,093

関係会社出資金 640,511

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上記「１.金

融商品の時価等に関する事項」の「投資有価証券」には含めておりません。
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（有価証券関係）

前事業年度（平成25年３月31日）

その他有価証券　

 取得原価（千円）
貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

(1）株式 953,482 1,612,056 658,574

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 18,154,551 29,333,460  11,178,908

合計 19,108,034 30,945,516 11,837,482

(注）非上場株式（貸借対照表計上額　558,754千円）、投資事業有限責任組合等の出資金（貸借対照表計上額　

4,310,249千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の

「その他有価証券」には含めておりません。

当第２四半期会計期間（平成25年９月30日）

その他有価証券が、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著し

い変動が認められます。

その他有価証券　

 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計上
額（千円）

差額（千円）

(1）株式 953,482 2,041,714 1,088,231

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 17,990,497 26,958,684 8,968,186

合計 18,943,979 29,000,398 10,056,418

(注）非上場株式（四半期貸借対照表計上額　566,810千円）、投資事業有限責任組合等の出資金（四半期貸借対照表計上

額　4,117,694千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表

の「その他有価証券」には含めておりません。　

（デリバティブ取引関係）

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

（持分法損益等）

関連会社に持分法を適用した場合の投資損益等については、重要性がないため記載を省略しております。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、パッケージソフトウェア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間

（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 58円52銭 72円7銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 2,201,064 2,708,477

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 2,201,064 2,708,477

普通株式の期中平均株式数（千株） 37,611 37,582

（注）１．当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算出しております。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　当社は平成25年８月９日開催の取締役会において、次のとおり当社普通株式の売買単位を100株とすべく、当

社普通株式１株を２株に分割し、単元株式数を50株から100株に変更することを決議し、平成25年10月１日に株

式分割を実施しました。

（1）株式分割の概要

　　①分割方法

　　　平成25年９月30日（月）を基準日として、同日最終の株主名簿に記録された株主又は登録株式質権者の所

有する普通株式を１株につき２株の割合をもって分割いたします。

　　②分割により増加する株式数

　　　・株式分割前の発行済株式の総数　：　20,176,000株

　　　・今回の分割により増加する株式数：　20,176,000株

　　　・株式分割後の発行済株式の総数　：　40,352,000株

　　　・株式分割後の発行可能株式の総数： 161,408,000株

　　③分割の日程

　　　基準日設定公告　：　平成25年９月10日（火）（日本経済新聞公告掲載開始日）

　　　基　　準　　日　：　平成25年９月30日（月）

　　　効 力 発 生 日　：　平成25年10月１日（火）

（2）単元株式数の変更

　　①変更後の単元株式数

　　　上記「（1）株式分割の概要」に記載した株式分割の効力発生を条件として、単元株式数を50株から100株

に変更いたします。

　　②変更の日程

　　　効力発生日　：　平成25年10月１日（火）

　　　（参考）平成25年９月26日（木）をもって、東京証券取引所における当社株式の売買単位は、100株に変

更されることとなります。 

２【その他】

平成25年10月21日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額・・・・・・939,560千円 

（2）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・50円

（3）支払請求の効力発生日及び開始日・・・・平成25年11月25日

　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月１日

株式会社オービックビジネスコンサルタント

取締役会　御中

 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大村　茂　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　光宏　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

ビックビジネスコンサルタントの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間

（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オービックビジネスコンサルタントの平成25年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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